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１． まえがき 
 同時通訳は，絶え間なく入ってくる情報を，文意の切れ

目まで待つことなく，他の言語に変換し，聴者に伝えると

いう高度な言語処理活動であり[1]，その点で，同時通訳の
発話は，通常の発話とは大きく異なる．特に，通訳者が訳

出を開始するために必要な情報の入力を待つことによって

生じる通訳独特のポーズが存在し，このポーズは，聴者の

聴きやすさに影響を与えていると考えられる． 
そこで本稿では，ポーズが聴きやすさにどのような影響

を与えているかを明らかにするため，同時通訳の聴きやす

さについて被験者実験を行った．実験には名古屋大学

CIAIR同時通訳コーパス[2]に収録されている，21の通訳事
例を用いた．その結果，聴きやすいと評価される通訳事例

は，発話間のポーズ長が短く，かつ，ばらつきが小さい傾

向が明らかになった． 

２．実験方法  
被験者実験は，英日独話同時通訳データを用いて行った．

被験者は，日本語を母国語とする 31名(男性 24名・女性 7
名)である．実験では，前半に 12通訳事例 (1事例 60秒)を，
休憩を 10 分挟み，後半に 9 事例を判定する．前半は自由
発話による講演を同時通訳したデータ (以下，講演スタイ
ル A)，後半は，講演者が原稿を参照しながら講演している
ものを同時通訳したデータ(以下，講演スタイル B)である．
スタイル Bは講演者の話速平均が 11.2(mora/s)で，A（平均
話速 9.1mora/s）に比べて速く，通訳者への負荷が大きい．
また，実験環境は，同時通訳付き講演を可能な限り再現す

るために，講演者音声(英語)と通訳者音声(日本語)のステ
レオ環境を実現した．被験者はその音声を聞きながら，全

ての通訳事例に対し，“聴きやすさ”, “理解しやすさ”,
“好み”の３つの項目について 5段階評価を行った． 

３．実験結果と分析 
上記の 5段階評価を得点化し，２つの講演スタイル A，

B ごとに，最上位から最下位まで順位付けを行った．本コ
ーパスは，発話音声において，200ms 以上のポーズが生じ
た位置で発話単位に分割しており，発話開始時刻と終了時

刻が付与されているため，発話間のポーズを算出すること

ができる．評価とポーズ長の関係を分析したデータのサン

プルを図 1 に示す．結果，評価の高い通訳事例は，ポーズ
長が短く，ポーズごとにその長さがほぼ一定であった．一

方，評価の低い事例は，比較的長いポーズが目立ち，発話

間のポーズ長にばらつきがみられた． 
 
<評価上位データのサンプル〉         <評価下位データのサンプル> 

図１ 通訳発話のポーズ長       

表 1 相関係数 

（ポーズ平均と得点順位，ポーズ変動係数と得点順位） 

 
表１に評価と平均ポーズ長，評価とポーズ長の変動係数

との相関係数を示す．講演スタイル Aにおいては，評価が
高い事例ほど，平均ポーズ長が短いという相関が認められ

た．また，評価が高い事例ほど，ポーズ長の変動係数が小

さくなるという，強い相関が認められた．スタイル Bに関
しても，A ほど強い相関ではないが，同様の傾向が現れた．
ただし，好みに関しては，相関は必ずしも強くなかった．

被験者の自由コメント欄を観察すると，好みの基準を声の

トーンを評価基準にしている被験者が少なくなく，それを

反映したためであると考えられる．また，相関の低さが B
だけに見られたのは，スタイル Bは通訳者の負荷が高く，
A に比べると時間的に余裕がないため，緊迫感が高く，そ
れが声のトーンに表れやすかったためであると予想される． 

４．まとめ  

本稿では，同時通訳において，ポーズが聴者の聴きやす

さに与える影響について分析した．その結果，評価の高い

通訳事例は，発話間のポーズ長が短く，かつ，ポーズ長の

ばらつきが小さい傾向が明らかになった．ポーズは聴者に

とっては，待ち時間であり，それを短くすることで，通訳

を介さない通常の講演を聴いている状態に近づくことにな

り，聴きやすさを増していると予想される．今後，ポーズ

以外の要因について分析する予定である． 
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相関関係 
講演 

スタイル 

聴きやすさ 理解しやすさ 好み 

A -0．65  -0．70 -0．66 
平均ポーズ長と得点順位 

B -0．30  -0．45   -0．28

A -0．81  -0．81 -0．77 
ポーズ長の変動係数と得点順位 

B -0．45  -0．70 -0．32 
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